
ASEAN地域における廃水処理システム用省エネルギー水中曝気撹拌装置の開発
事業実施団体：阪神動力機械株式会社

途上国向け低炭素技術イノベーション創出事業 対象国： タイ

ASEAN諸国では、有機性廃水等の
処理施設の増加に伴い、生物浄化処
理に必要な曝気撹拌設備のエネル
ギー消費量も増加している。
そこで、省エアでも浄化能力の高い、
水中機械式曝気撹拌装置「アクアレー
タ」を現地に適合するよう改良すること
により、省エネ・CO2削減と同時に処理
能力の大幅改善を図る。
さらに、開発した技術を活用し、タイを
はじめとするASEAN地域に普及させる。

上水道普及率が81.9%

であるのに対して、下水
道普及率は9.6%と低い。
また、一般的な散気装置
は大量の空気が必要で
ある一方、曝気撹拌能力
が低く、浄化性能に課題
があった。

事業化見込み（普及対象業種と時期）
STEP1：ゴム産業等：約2,300社（平成29年度～）

STEP2：澱粉・製紙産業等：約900社（平成31年度～）

STEP3：飲料・食品産業等：約2,300社（平成33年度～）

STEP4：公共下水分野（バンコク）等：10数箇所（平成36年度～）

普及の見込み
約10～100台/年の販売台数（平成29～40年度）

Tavorn Rubber Industry
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アクアレータ
具体的なリノベーションの内容

①製品の性能向上を目的とした『酸素移動性能（空気供給機能）の改良』

②製品の長寿命化を目的とした
『モーターベアリングの改良および
モータークーリング機構の開発』

③製品の安定使用を目的とした
『異物巻込防止機構の開発』

リノベーション・実証の概要

対象とする国・地域の概要 対象とする国・地域における事業化・普及の見込み


